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( 1 ) 

道
路
の
張
、
強
、
公
一
生
怯
ゆ
/

行
ね
d

れ
70
予
定
で
一
当
事
=
口
/

あ
り
ま
す
。
私
共
も
産
業
主
祖
先
上
或
-
唱
回

~
d
w

は
環
境
衛
生
の
見
地
か
ら
道
路
の
舗
装
一
一

¥ζ
京
場

下
氷
路
の
整
備
、
慶
芥
焼
却
炉
の
建
設
-
鱗

4
2
川内
H
M
M

E
昭
和
三
十
五
年
の
新
し
き
予
を
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
本
年
度
是
非
実
現
し
た
い
と
念
願
土

F
t
l
i
i

前
町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
一
の
具
体
的
万
票
決
定
さ
れ
る
は
ず
で
す
ま
す
o
教
育
面
に
つ
い
て
は
、
古
役
、
政
入
役
の
選
任
の
同
意
義
め

r
げ
ま
す
。
昨
年
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
一
あ
り
ま
す
o

漁
船
舵
泊
滋
と
し
て
、
笠
ご
中
、
一
ニ
中
の
統
合
問
題
で
あ
り
ま
す
」
る
議
案
の
外
十
一
議
案
か
審
議
す
る
第

一
が
こ
れ
は
な
か
な
か
重
要
な
課
題
で
あ
一
七
回
定
例
議
会
は
去
る
十
三
月
十
入
日

I
亡

「

ノ

ル

シ

チ

ヨ

フ

商

呂

頭

の

雪

と

け

一

難

港

と

し

て

、

石

油

配

分

港

と

し

て

町

一

一

一

一

t
り
の
経
費
を
要
し
ま
す
一
午
后
一
時
に
照
集
開
会
さ
れ
、
会
期
を

会

叫

に

よ

る

世

界

平

和

論

や

国

内

に

お

一

繁

栄

の

原

動

力

た

ら

し

む

べ

く

本

年

は

一

一

一

一

の

で

現

在

予

算

を

検

討

し

て

お

り

ま

す

ム

六

日

に

延

長

、

慎

重

審

議

の

結

果

会

件

け
J
U
所
得
信
頼
性
柵
等
が
論
議
さ
れ
誠
に
一
そ
の
実
現
の
た
め
の
運
動
を
一
段
と
居
間
一
が
多
年
の
懸
案
で
も
あ
り
ま
す
の
で
主
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
十
二
月
二
十
三

多
市
な
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
弘
共
の
一
閃
す
る
決
心
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
非
実
現
し
た
い
も
の
と
考
へ
て
い
ま
主
日
午
后
零
時
十
分
閉
会
し
ま
し
た
。

町
に
も
海
門
橋
の
竣
工
や
ら
皇
太
子
之
島
陰
醗
野
ダ
清
一
い
づ
れ
に
し
て
も
す
!
?
!
は
一
日
に
十
本
会
議
第
一
日
十
二
月
十
八
日
午
后
一
f

E迎
へ
し
て
行
わ
れ
た
全
国
放
魚
臨
輔
副
掴
圏
摩
長
一
し
て
成
ら
ず
』
と
か
新
町
建
設
も
財
源
一
時
十
分
関
会
、
た
Y
ち
に
日
程
に
入
り
一

室
は
町
議
会
議
員
の
選
挙
等
多
事
一
難
議
醗
醐
醐
田
町
一
の
関
係
も
あ
り
一
斉
に
は
な
か
な
か
豆
町
条
例
改
正
案
、
町
才
入
才
出
追
加
更

定
年
で
ご
さ
い
ま
し
た
o

一
織
機
鱗
鰯
繍
錨
洗
藤
一
難
で
あ
り
ま
た
そ
の
方
途
に
つ
い
て
は
一
正
予
算
等
十
件
苛
審
議
、
こ
れ
を
原
索

警
近
年
町
が
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
有
一
議
繍
欄
潟
大
加
一
い
ろ
い
ろ
の
意
見
も
あ
る
基
じ
ま
正
行
司
し
午
后
三
時
凶
十
分
延
会
一

名
r
な
り
企
画
各
地
か
ら
視
察
問
が
絶
一

1
4

正
義
援
護
uy

一
が
建
設
の
た
め
に
は
衆
議
を
つ
く
し
一

一

一

一

本

会

議

第

二

日

十

二

月

二

十

三

日

午

前

え
す
来
町
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
一
大
貫
土
地
改
良
事
業
も
い
よ
い
よ
最
終
お
互
い
に
力
宏
協
せ
絶
え
ず
努
力
を
し
一
十
時
四
十
分
再
開
、
本
年
十
一
一
月
一
一
十

昨
昨
夜
は
自
治
庁
の
指
名
で
速
く
沖
縄
一
年
度
十
迎
え
第
一
一
一
期
工
事
に
筆
い
た
一
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
う
す
一
丘
日
を
も
っ
て
助
役
、
収
入
役
の
任
期

の
削
村
会
一
行
が
叉
先
日
は
北
海
道
網
一
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
完
成
の
暁
は
一
段
れ
ば
必
ず
成
果
が
挙
る
こ
と
と
伝
じ
て
一
が
満
了
と
な
る
の
で
町
長
よ
り
金
井
直

走
叩
開
業
組
ム
口
一
行
が
水
箆
庁
の
指
名
で
一
と
躍
進
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
や
み
ま
せ
ん
o

大
洗
巌
頭
打
寄
せ
る
基
調
岨
助
役
並
び
に
小
林
司
現
収
入
役
の
隠

来
附
し
て
お
り
ま
す
o

そ
れ
に
つ
け
て
一
美
回
二
百
町
歩
を
護
る
広
浦
干
拓
堤
防
一
白
い
浪
が
し
ら
は
正
に
脈
々
と
し
て
新
一
任
の
同
窓
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ

も
町
会
般
の
獲
備
態
勢
の
急
務
含
痛
時
間
一
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
秋
の
台
一
し
き
時
代
の
呼
吸
を
感
じ
さ
せ
私
達
豆
慎
重
一
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
同
意
す

じ
で
お
り
ま
す
o
昨
年
初
頭
私
は
産
業
一
風
季
節
ま
で
に
は
基
礎
が
縦
立
さ
れ
る
一
奮
い
た
た
せ
て
く
れ
ま
す
。
一
る
こ
と
に
決
定
し
、
引
続
き
議
会
よ
り

よ
宮
川
上
の
菱
総
条
件
の
警
仰
と
い
う
一
予
定
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
一
戸
麗
協
合
併
一
時
代
の
潮
に
乗
り
お
く
れ
な
い
よ
う
今
一
選
任
す
る
町
監
査
委
員
外
各
種
委
員
宏

一

一

次

の

と

お

り

決

定

し

午

后

零

時

十

分

閉

J

l

こ
と
を
申
上
げ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
が
実
現
す
れ
ば
農
業
関
係
の
第
一
期
目
一
年
も
頑
張
り
し
よ
う
。

7

:

与

一

一

一

袋

し

ま

し

と

。

一
一
ま
づ
外
港
建
設
計
箇
に
つ
い
て
は
県
の
一
様
と
し
て
考
へ
た
基
礎
条
件
が
整
備
さ
一
終
り
に
木
年
も
町
が
平
和
で
あ
る
よ
う
て
:

;

7

一
手
に
よ
っ
て
着
守
と
調
査
が
続
け
ら
れ
一
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
一
に
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
よ
う
一
各
種
委
員
会
委
員

一

一

一

こ

一

〈

敬

称

喜

)

一
昭
和
三
十
五
年
度
に
お
い
て
は
い
よ
い
一
観
光
玄
関
に
お
き
ま
し
て
は
一
昨
年
府
民
一
に
お
祈
り
申
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
』
一
⑨
監
査
委
員
(
議
会
議
員
)
田
口
富
之
介

τ運輸
省
直
轄
の
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
一
よ
り
大
洗
神
社
を
中
心
と
す
る
開
発
が
一
代
へ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
⑧
都
市
計
画
審
議
会
委
員
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z
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一
三
一
言
喜
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
三
石
崎
乍
衛
門
、
回
山
勇
之
助
、
松
井
平

一

一

地

方

行

政

問

題

も

者

h
?と
そ

の

成

果

三

{

「

一

一

兵

衛

、

関

野

消

兵

衛

、

大

賞

定

夫

一
「
野
手
D
ご
邑
り
も
室
内
J

一
お
さ
め
町
村
合
併
も
既
に
終
り
今
日
イ
一
⑨
公
害
防
止
審
議
会
委
員

子

告

『

d
u刊
ア
』
噌

a
E
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c
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v
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一
で
の
草
創
建
設
期
間
同
に
続
い
て
新
し
し
一
大
賞
熊
雄
、
久
保
木
清
、
加
藤
伝
四
郎

一

「

一

確

固

た

る

自

治

体

の

基

盤

の

上

に

地

方

一

関

根

裏

衛

門

、

岡

山

安

歳

、

磯

崎

一

郎

十
町
民
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
一
も
叉
現
実
と
し
て
身
近
に
起
っ
て
い
る
一
自
治
の
務
備
拡
充
の
段
階
に
入
る
べ
き
一
小
野
瀬
勝
雄

一
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
げ
る
昭
和
二
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
な
一
見
矛
盾
と
一
第
一
年
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
り
よ
⑨
新
町
建
設
審
議
会
委
員

一
十
五
年
の
新
春
を
曹
c
ん
と
共
に
迎
え
一
恵
わ
れ
る
“
こ
と
が
ら
は
単
に
科
学
分
野
一
す
。
例
え
て
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
大
統
一
大
賞
熊
鋭
、
久
保
木
清
、
鬼
沢
保
兵
衛

一
る
に
当
り
謹
し
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
一
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
政
治
、
経
済
、
一
外
港
建
設
問
題
、
中
学
校
一
統
合
問
題
、
一
関
根
差
問
、
関
根
恵
一
、
清
水
多
喜

一
ま
す
o
古
く
よ
り
『
一
年
の
計
は
一
宣
一

1

一
農
協
合
併
問
題
、
庁
舎
建
設
問
題
、
皇
米
川
徳
次
郎
、
田
山
在
、
問
中
義
弘

一
に
あ
り
』
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
本
一
恥
蟻
鱒
鱗
駅
長
雄
一
斉
焼
却
場
設
置
問
題
等
に
そ
の
何
れ
の
一
菅
原
弥

↑

年

は

叉

『

ゴ

ー

ル

デ

ン

、

シ

ッ

ク

ス

二

臨

繍

灘

鱒

繍

翻

繍

舗

戸

議

一

一

⑨

水

産

業

振

興

対

策

協

議

会

委

員

ヮ
一
蜘
繍
機
機
織
翻
鱗
糊
世
会
熊
一
一
つ
を
と
っ
て
も
誠
に
重
要
な
る
事
実
一

7
lス
(
黄
金
の
六
十
年
代
こ
な
ど
一
議
議
鱗
議
一
が
山
積
い
た
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
一
大
賞
盤
、
久
保
木
清
、
皆
藤
源
次
郎

了
序
ば
れ
て
お
り
ま
す
一

L
」

¥
O乍
モ

一

郎

♂

機

織

繍

崎

町

貫

一

小

野

瀬

勝

娘

、

関

野

清

兵

衛

一

日

ブ

一

ノ

ハ

ィ

一

誠

総

悶

悶

総

判

読

;

一

不

肖

私

も

議

員

各

位

と

共

に

執

行

部

と

一

⑨

港

湾

調

査

一

特

別

委

員

会

委

員

一
の
最
初
の
伝
に
も
当
り
、
一
年
の
討
は
一

d
轟
欝
鳴
プ
大
一
相
携
え
て
、
こ
れ
ら
懸
案
の
諸
事
項
解
一
小
松
崎
弥
山
郎
、
清
水
伝
次
郎
、
加
部

一
ー
も
と
よ
り
十
年
の
計
を
樹
て
る
べ
き
希
一
一
決
に
、
し
い
て
は
町
一
努
発
一
肢
の
た
め
に
一
東
喜
四
絵
、
平
山
智
一
件
、
飯
島
之
介

一
裂
に
満
ち
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
一
社
会
、
そ
の
他
の
各
分
野
に
お
い
て
も
一
老
艇
に
鞭
ち
打
っ
て
微
力
な
が
ら
も
生
菊
池
一
喜
門
、
正
木
庄
凶
郎
、
田
口
富

一

申

し

上

げ

る

迄

も

な

く

物

質

文

明

は

一

一

一

数

限

り

な

く

惹

き

恕

さ

れ

て

い

る

の

で

一

一

之

〈

1
、
才
回
久
寿
、
水
野
谷
利
秋
、
深

一
十
世
紀
後
半
に
於
け
る
今
日
緩
進
的
な
一
あ
り
ま
す
o
こ
れ
ら
を
如
何
に
し
て
是
一
ヵ
を
傾
注
い
化
し
た
い
と

j
を
新
日
下
段

発
達
を
遂
げ
原
子
力
宇
宙
時
代
へ
と
移
一
正
し
、
明
る
い
地
域
社
会
を
建
設
す
る
一
れ
い
一
れ
れ
日

M
U
L
U
L認
院
内
松
立
木
伐
採
処
理
特
別
委

行
し
つ
よ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
ヵ
が
今
日
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
一
の
御
健
康
を
j

祈
り
、
た
し
ま
し
て
新
一
加
藤
伝
四
郎
、
清
水
伝
次
郎
、
石
崎
作

而
し
な
が
ら
反
荷
昨
年
九
月
の
伊
勢
湾
一
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
一
干
し
一
衛
門
、
皆
藤
源
次
郎
、
回
山
勇
之
助
、

一

、

?

レ

。
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6

一

ゐ、
， 

ふ

ら

海
上
の
波
が
敷
設
さ
れ
た
本
体
の
頭
上
一
は
じ
め
閣
の
関
係
各
省
に
対
し
、
こ
れ
一
も
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
病
気
は
多
か
れ

を

越

へ

る

と

き

の

圧

力

の

変

化

が

正

緩

一

が

実

現

方

の

要

請

に

行

っ

て

き

ま

し

た

一

少

れ

家

計

、

う

の

に

影

響

を

及

ぼ

一

て

二

十

才

以

上

の

も

の

で

、

?

で

に

に
本
体
に
感
知
さ
れ
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
一
郷
土
大
洗
町
の
一
大
震
の
た
め
私
達
一
す
も
の
で
い
一
円
生
れ
て
い
る
う
ち
に
、
一
一
一
国
と
か
阿
腕
と
を
失
な
っ
て
い
る

を
通
し
て
陸
上
の
記
録
室
の
机
上
に
あ
一
は
将
来
に
明
る
い
希
望
を
も
っ
て
、
こ
一
全
く
病
気
か
ら
逃
れ
る
事
は
で
き
ま
せ
一
一
軒
、
品
一
初
日

k
飢

川

町

軒

グ
ラ
フ
に
そ
の
ま
占
動
的
に
波
の
一
の
実
現
の
た
め
一
腐
の
賓
ま
し
ょ
で
一
ん
o
そ

の

病

気

し

た

際

に

安

い

お

金

で

一

三

十

六

年

四

月

一

日

以

前

に

こ

の

様

高
低
が
線
状
で
記
録
さ
れ
て
行
き
ま
す
一
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
早
い
う
ち
に
み
て
も
ら
え
る
の
は
保
険
一
銭
肝
ト
川
ト
臼
日
明
格
的
に
実
施
一
な
状
態
に
な
っ
た
者
に
支
給
さ
れ
ま

一T結刊
誌

民

主

一

計

七

日

時

計

五

一

一

昨

日

一

…

一

龍

一

一

一

庄

一

位

一

主

肝

二

日

間

一

一

一

一

一

一

一

期

一

糸

砂

話

相

民

主

話

器

諮

問

出

!
な
寸
残
念
な
こ
と
に
強
い
農
協
と
は
申
さ
れ
ま
せ
一
の
深
い
理
解
と
真
け
ん
な
協
力
が
な

L
食
堂
な
資
料
を
提
供
す
る
の
で
す
o

一

円

以

川

作

出

U

一
町
に
お
い
て
も
国
民
皆
保
険
と
な
っ
て
一

rx回認
で
か
支
給
さ
れ
ぶ
こ
と
二
ι
失
な
う
こ
と
に
な
り

J
f
M
H日
立

制

加

印

私

立

紅

白

川

一

首

長

駐

日

訪

日

注

目

刊

誌

叩

一

一

保

健

婦

き

ま

る

一

竹

内

訪

問

当

日

uy害計
れ

て

は

っ

一

昭

阿

古

刊

誌

一

月

一

日

に

お

い

住
吉
中
山
立
話
器
平
日
品
川
駅
間
引
い
川
市
長
に
郡
山
刊
誌
は
耳
目
立
一
御
利
現
下
さ
い
一
事
臨
時
一
耳
目
川
縦
一
演
会
一
一
九
一
品
一
昨
荒
削
り
円
建

Z
E
E
L
L
-岩上
県
一
し
て
や
み
ま
せ
ん
ち

jiiでこ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
が
明
日
に
会
長
め
に
当
た
り
震
の
御
健
康
と
一
主
と
し
て
大
谷
和
子
さ
ん
が
で

m
F
m母子
、
障
害
、
の
三
一
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
老
皇
室

幸
工
事
の
農
業
施
策
の
生
』
や
は
り
農
協
の
一
進
委
員
会
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
て
は
じ
め
て
港
建
設
の
計
画
三
て
一
澗
活
躍
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
一
く
配
震
に
な
り
皆
様
方
の
育
児
、
病
一
〆
%
年
金
共
全
部
県
民
年
一
金
同
様
山

i
T該
当
す
る
者
は
こ

和

三

強

犯

と

育

成

で

あ

り

一

町

村

一

農

協

の

基

本

一

大

洗

町

農

業

協

同

組

合

一

ら

れ

る

の

で

す

。

一

亨

。

一

気

の

看

護

、

予

防

、

血

圧

、

家

族

計

画

一

2
2
金
課
に
進
達
を
完
了
一
の
去
を
受
け
る
資
格
を
失
う
こ
と

農
な
川
方
針
を
強
く
打
ち
出
し
、
当
町
の
一
一
一
農
協
合
一
一
い
よ
い
よ
国
(
運
輸
省
〉
で
も
昭
和
二
批
判
康
と
い
え
ば
私
た
ち
の
く
ら
し
が
、
一
等
に
つ
い
て
、
身
近
に
お
話
し
合
い
し
一
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
八
十
一
ニ
名
の
受
一
に
な
り
ま
す
。

と
と
川
併
実
現
の
た
め
に
は
物
心
理
由
か
ら
大
変
な
一
合
併
促
進
委
員
名
簿
一
十
五
年
度
よ
り
調
査
費
を
出
し
て
く
れ
一
震
と
ど
れ
だ
け
深
い
つ
な
が
り
が
あ
↑
て
下
さ
い
ま
す
。
一
給
権
者
に
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
品
以
上
福
祉
年
金
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

町
一
時
叫
力
こ
ぶ
を
入
れ
全
面
的
な
協
力
を
注
い
で
く
一
加
藤
一
橋
、
大
貫
一
熊
雄
、
小
野
瀬
勝
雄
、
一
る
見
透
し
で
す
o

一
万
一
地
元
で
も
港
湾
一
す
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
一
健
康
な
明
か
る
い
家
庭
を
育
て
る
た
め
一
証
書
を
交
付
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ま
し
た
o

一
た
わ
け
で
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役

の
心
川
れ
て
い
ま
す
o

町
で
も
是
非
今
年
度
中
に
合
一
深
作
議
、
関
根
喜
エ
門
、
加
部
策
審
問
]
一
調
査
持
別
委
員
会
を
笹
山
し
先
般
県
を
一
宵
気
に
な
っ
て
牧
入
の
総
て
を
失
う
人
一
ど
う
ぞ
御
気
軽
に
御
利
用
下
さ
い
。
一
県
国
民
年
金
課
に
お
い
て
は
三
月
中
に
一
場
厚
生
課
国
民
年
金
係
に
問
合
せ
て
下

守

山

内

寸

問

主

ト

日

誌

E
M
U
-間
MrJ時
計

日

時

二

み

あ

払

7
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E
R
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前
H
L
tま一
程

控

訴

訟

註

声

明

弘

首

都

民

号
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識
経
験
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網
羅
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冷
促
進
一
絵
、
杉
山
君
、
小
野
瀬
鈴
太
郎
、
一

7

品

謹

二

欝

く

こ

と

に

な

り

ま

し
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o

一
一
一
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一
臼
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大
洗
町
役
場
一
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刊
誌
げ
町
民
れ
れ
ド
ド
一

1
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記

号

面
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圃
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帝

臨
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山
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革
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末
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一

皆

様

持

鶴
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一
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調

査
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一

れ

ぷ

枯

れ

わ

i
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一

妨

圃

f
k
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目

立
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手

に

一

温

か

い

思

い

や
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一

建

立
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と

せ

人

目

皮
革
十
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ト

H
K安
置
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時
三
詰
農
線
ニ
目
前
は
は
沼
語
コ
計
れ
民
間
岳
山
日
間
町
市
は
将
了
せ
出
国
中
山
山
だ

週
間
関
奮
闘
し
」
s
L
よ豊田

REU臨時
日

比

七

L
4
i弘一点
計

四

日

山

崎

川

島

一

2
2日畑一
軒

目

ど

駐

日

一

一

一

一

っ

と

せ

詰

の

許

一
月
十
一
一
百
〈
小
春
日
和
)
の
一
言
葉
の
波
高
計
木
一
体
の
入
念
な
運
転
誠
一
際
を
済
一
れ
た
天
候
の
お
蔭
で
作
業
は
順
調
に
進
一
一
守
閣
っ
て
い
る
方
、
長
J

管
理
っ
た
一
寄
附
と
町
の
社
会
積
一
位
協
議
会
か
ら
の
一
を
し
て
い
な
い
と
い
う
方
は
役
場
一
厚
生
一
ど
う
で
す
か

よ
う
に
朝
か
ら
カ
ラ
ツ
と
晴
れ
渡
り
、
ま
し
、
東
那
珂
地
区
建
設
事
務
所
の
旦
み
、
海
底
に
固
定
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
l
一
農
家
の
み
な
さ
ん
、
み
な
さ
ん
の
一
番
一

F
£
資
金
を
融
資
し
て
も
ら
い
た
い
一
援
護
で
、
新
し
い
年
へ
の
越
年
一
助
の
一
課
国
民
年
金
係
ま
で
・
申
出
て
下
さ
い
。
一
も
一
度
調
べ
る
火
の
始
末

詑
計
軒
下
下
山
口
ヰ
HUPK持昨日一
U
じり
m
f
の上にガツチリ一一…一一一出品一一九一一話出品川明日出比一世間明治時一一許認段目的訪日立一一一一一書一一一一宮

日
来
、
横
浜
第
二
滋
湾
建
設
皐
窓
口
調
一
っ
て
来
ま
し
た
。
↑
や
が
て
陸
上
の
記
録
申
晶
一
の
ス
イ
ッ
チ
で
一
わ
ぎ
わ
ざ
県
庁
に
出
向
い
た
り
、
墜
旦
争
農
地
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
何
ん
一
通
じ
て
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
一
福
祉
年
金
の
内
容
一
焼
い
た
後
か
ら

査
室
主
任
と
し
て
港
湾
建
設
の
権
威
主
去
る
一
月
八
日
の
好
天
候
を
選
ん
で
地
一
電
流
が
適
さ
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
機
一
誠
一
舎
を
出
し
た
り
す
る
負
担
宏
で
き
る
だ
一
一
二
、
他
人
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
担
記
…
一
、
老
令
信
社
年
金
一
愚
痴
が
出
る

で
あ
ら
れ
る
弁
島
武
士
一
博
士
が
来
町
、
一
元
漁
船
四
隻
の
応
援
を
得
て
既
に
敷
設
一
の
活
動
が
は
じ
ま
り
、
六

O
O米
沖
合
一
け
少
く
し
、
早
く
解
決
し
て
安
心
し
て
一
事
で
き
、
正
し
い
知
識
が
得
ら
れ
立
金
一
五
、

0
0
0円
大
洗
親
交
ク
ラ
フ
↑
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
及
び
そ
一
六
っ
と
せ
菅
も
今
も
火
の
用
心

時
是
非
F

」
の
機
会
常
御
利
用
下
さ
い
一
金
五
、

0
0
0円
土
佐
犬
普
及
会
の
後
に
お
い
て
七
十
才
に
な
る
も
の
一
用
心
次
第
で
家
は
抑
制
一
事

説

叫

に

応

ず

る

係

員
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茨

城

県

庁

か

ら
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犬
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に
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す

。

一

七

っ
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せ
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ぼ
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プ
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で

品
川
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方
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派
遣
さ
れ
公
平
な
判
断
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金
六
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0
0
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洗
町
民
生
委
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昭
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心
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ぷ
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ま
す
o

一

一

一
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未
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出

一

勝
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せ

ぬ

創
設
に
応
ず
る
主
な
一
塁
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次
の
と
一
金
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四
五

O
円
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喜
子
供
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制
の
対
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に
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ま
す
の
で
福
祉
空
八
つ
と
せ
や
っ
と
建
て
た
喜
び
も
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あ
り
ま
す
o

一

有

志

一

間

金

は

受

け

ら

れ

ま

せ

ん

o

一

!

一

寸

の

油

断

で

み

ん

な

灰

1
一
畿
地
の
貸
し
借
り
や
一
関
賀
、
交
重
大
洗
統
一
父
ク
ラ
フ
は
木
町
一
在
円
相
章
一
知
右
の
こ
と
に
該
当
す
る
方
で
も
次
の
一
九
っ
と
せ
子
供
の
火
遊
び
危
険
で
す

一

つ

い

て

一

名

人

の

社

交

ク

ラ

フ

で

あ

り

H
ノ

似

県

内

事

項

に
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当

す

る

場

合
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去
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御
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意

を

頼

み
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刊
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知

名

の

画
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、

牧
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片
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と

せ

一

戸

締

り

だ

け

で
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4
農
地
の
贈
与
や
相
続
に
つ
い
て
一
小
園
弁
一
郎
、
坂
田
隆
資
の
四
一
回
伯
を
凹
本
人
が
恩
給
、
扶
助
料
、
年
金
等
上
い
け
ま
せ
ぬ

ヰ
農
地
を
つ
ぶ
L
て
宅
地
や
農
作
差
招
き
、
会
員
の
似
顔
漫
商
の
想
史
李
受
け
て
お
り
そ
の
額
が
福
祉
年
金
の
一
火
の
用
心
は
尚
大
事

坊
位
帯
に
す
る
問
題
に
つ
い
て
一
行
い
得
た
益
金
で
、
土
佐
犬
首
及
会
大
支
給
額
一
万
二
千
円
を
こ
え
る
と
き
↑
早
く
通
報
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下

β
小
作
料
や
小
作
契
約
の

L
か
た
に
一
洗
支
部
は
、
加
都
東
祐
賞
氏
が
支
部
長
一

ω木
人
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前
年
度
十
三
万
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上
の
所
一
さ
い
o
電
話
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番
へ

い

て

一

で

、

先

般

曲

松

グ

ラ

ン

ド

で

行

わ

れ

た

一

得

が

あ

っ

た

と

き

一

大

洗

町

消

防

聞

は

一

月

七

日

第

一

中

学

自
作
農
維
持
創
設
資
会
の
借
り
主
土
佐
犬
普
及
大
会
の
益
金
の
寄
附
、
夏
凶
配
偶
者
が
前
年
度
に
お
い
て
所
企
校
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
恒
例
に
よ
る
初
出

境
界
問
題
に
つ
い
て
一
海
古
宿
子
供
会
有
志
は
、
廃
品
回
牧
に
税
宮
納
め
て
い
る
と
き
一
式
を
盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た
o

消
防
団

農

地

問

用

関

係

5
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の

一

口

日

ド

軒

訴

時

諮

問

官

立
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ほ

昔

話
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河

口

り

一
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十

日

祉
年
金
一
一
み
ん
な
で
協
力
し
て
火
災
の
防
止
に
努

年
十
一
月
一
旬
に
お
い
一
め
ま
し
ょ
う
。
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